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　　第195号

新潟県松代町公民館

電話松代301番

印刷・松代印刷所

展覧会総出品点数
小学校児童の部　　128点

中学校生徒の部　　53点

一般の部（94名）109点
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蒲
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松
代
小
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校
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分
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小
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第
六
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径
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松
代
小
学
校

中
学
校
第
一
学
年

西
　
潟
　
弘
　
明

　
　
　
　
奴
奈
川
中
学
校
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中
学
校
第
二
学
年

樋
　
　
口
　
美
恵
子

　
　
　
　
松
代
中
学
校

中
学
校
第
三
学
年

池
　
田
　
久
美
子

　
　
　
　
山
平
中
学
校
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欝誉難
継脚

一
般
者
の
皆
様
と
各
学
校
の

ご
協
力
を
得
て
、
町
教
育
振

興
会
と
公
民
館
が
主
催
し
開

催
し
た
書
初
展
覧
会
は
、
　
一

月
十
二
日
～
十
三
日
の
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

問
に
わ
た
り
盛
大
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
ご
出
品
・
設
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　

な
お
、
小
学
校
・
中
学
校
の
部
特
選

　
　
　
　
　
　
　
罫
・
中
学
校
作
品

み
ん
な
秀
作
．
：
…
ノ
　
　
　
審
査
に
一
苦
労

ご
出
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
昭
和
五
十
一
年
書
初
展
覧
会
盛
大
に
終
る

は
前
頁
の
と
お
り
で
、
特
選

・
準
特
選
を
表
彰
す
る
ほ
か
、

出
品
作
に
対
し
奨
励
賞
を
授

与
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
般
の
出

欝繊毒

　
品
者
に

　
対
し
て

↑　
も
参
加

＞
賞
を
差

品
し
あ
げ

作　
ま
し
た
。

選特
準
特
選

準
は
次
の

く
と
お
り

　
　
で
す
．
、

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

〈
小
学
校
〉

一
学
年

二
学
年

　
〃

三
学
年

　
〃

四
学
年

　
〃

五
学
年

　
〃

六
学
年

小
堺
ひ
と
し

柳
　
　
政
代

鈴
木
　
祐
嗣

柳
　
　
　
泉

宮
沢
　
祥
子

宮
沢
恵
美
子

柳
　
　
直
行

佐
藤
　
睦
子

菅
井
　
和
博

宮
沢
　
利
孝

ハ
中
学
校
〉

一
学
年

二
学
年

　
〃

　
〃

三
学
年

南
雲
　
元
子

池
田
　
善
和

高
橋
さ
ゆ
り

斉
木
　
伸
子

佐
藤
　
公
子

蒲
生
小

孟
地
小

松
代
小

松
代
小

下
山
分

下
山
分

松
代
小

室
野
小

蒲
生
小

下
山
分

　
松
代
中

　
山
平
中

　
松
代
中

奴
奈
川
中

　
　
〃

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
｝
ノ
、
～
～

　
昭
和
五
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
と
納
税
の
相
談
は
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
な
お
申
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
を
し
な

か
っ
た
り
、
誤
り
の
あ
る
申
告
を
し
ま

す
と
決
定
や
更
正
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
場
合
、
追
加
の
税
額
を
納
め
る
だ
け

で
な
く
、
加
算
税
な
ど
を
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、

申
告
す
る
と
き
に
は
、
よ
く
確
か
め
て

正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
通
常
一

般
の
場
合
は
、
そ
の
年
中
の
各
種
の
所

得
金
額
の
合
計
額
か
ら
、
各
種
の
控
除

の
合
計
額
を
差
引
き
、
そ
の
金
額
を
基

と
し
て
計
算
し
税
額
が
出
る
人
や
、
給

与
所
得
者
の
場
合
で
、
給
与
所
得
の
ほ

か
に
、
年
額
二
十
万
円
以
上
の
所
得
の

あ
る
人
、
又
は
二
か
所
以
上
か
ら
給
与

を
受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
さ
れ

て
い
な
い
所
得
が
二
十
万
円
以
上
の
人

は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提

出
し
た
人
は
、
住
民
税
や
事
業
税
の
申

告
書
は
出
さ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
申
告
書
を
書
く
と
き
に

は
、
　
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
申

告
書
の
書
き
方
」
を
、
参
考
に
し
て
下

さ
い
。

も
し
申
告
や
納
税
に
つ
い
て
、
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
税
務
署
か
又
は
役
場
税
務
係

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

F
“

σ

巴，懸鑛講藷書．ヨ

　県では、昭和50年度の勤労者住宅資金の貸

付けを行なっています。が、資金枠に若干のゆ

とりがあるので、受付期問を延長しました。

　○貸付対象者

　　自分で住むための住宅を新築、増改築、購

　　入しようとする勤労者

　
　
象
住
う
件
金
1

　
　
　
　
　
よ
条
付
で

行
あ
付
分
し
付
貸
み

　
　
　
　
　
入
貸
・

　
　
　
　
　
　
○
　・貸付金額……50万円以上10万円きざ

　　みで150万円まで。

　・利　　率……年8．0％

　・償還方法……10年以内の元金均等月賦

　　償還（ボーナス時増額返済も可能）

　・その他……住宅金融公庫融資の併用可

　　能

○取扱金融機関

　第四銀行、北越銀行、新潟相互銀行の本支

　店。ただし、各行とも融資枠を消化した場

　合は、受付を停止します。

　くわしくは県商工労働部労政課、労政事務

　所（支所）又は取扱金融機関におたずね下

　さい。　　　　　（県商工労働部労政課）
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　　人ロ　200人　　　一
世帯43世帯共に減少

松代町部落別住民基本台帳人口・世帯数　51・1・1現在

501．1．現在との

字　名 男 女 計 世帯 計人口世帯数

増 減 増 減

松　　代 858 873 1，731 462 5 5

小荒戸 73 77 150 37 3
太　　平 64 81 145 33 9 2
菅　　刈 92 98 190 44 5 4
田　　沢 69 71 140 32 3

小屋丸 30 22 52 17 6

池之畑 50 48 98 21 6 1
下　　山 72 76 148 31 1
千　　年 158 196 354 83 7
池　　尻 48 47 95 20 4
会　　沢 88 93 181 48 1 2
清　　水 99 122 221 53 12 2
桐　　山 69 69 138 35 9
蓬　　平 162 169 331 70 1
東　　山 15 20 35 7
海　　老 74 64 138 37 7 3
犬　　伏 172 172 344 86 7 3
孟　　地 56 45 101 27 2 1

片桐山 21 16 37 9 6 1
滝　　沢 41 28 69 19 1
中　　子 15 12 27 8
苧　　島 58 58 116 29 10 1

田野倉 112 111 223 55 1 1
仙　　納 63 73 136 30 4 1
田　　代 63 62 125 38 4 1
あざみ平 81 74 155 40 2 1
小　　貫 28 24 52 13 3

諏訪峠 18 22 40 14 5
寺　　田 95 94 189 50 11

名　　平 35 34 69 18 4 2
蒲　　生 232 205 437 118 12 3
儀　　明 182 173 355 85 7 3

福　　島 80 80 160 41 1

奈良立 36 36 72 18 6 3
室　　野 366 403 769 200 27 7
竹　　所 59 62 121 32 3

濁 33 23 56 17 14 4
峠 125 118 243 55 9

木和田原 77 86 163 39 10 2
計 4069 4，137 8206 2071 14 214 5 48

減△ 減△
200 43

　
昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日
現
在
の
町

の
人
口
・
世
帯
数
が
別
表
の
と
お
り
で

す
。
総
人
口
は
八
二
〇
六
人
・
世
帯
数

は
二
〇
七
一
世
帯
で
、
前
年
同
期
と
の

比
較
で
は
人
口
二
〇
〇
人
世
帯
で
四
三

世
帯
共
に
減
少
に
な
り
、
人
口
・
世
帯

数
の
減
少
は
依
然
と
し
て
進
ん
で
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
五
十
年
の
出
生
受
付
、
死
亡

届
受
理
件
数
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

Y
◇
人
Y
◇
人
Y
八
X
Y
◇
人
Y
◇
人

ぞ
魯
嚥
，

　
　
　
　
　
、
履
場

　
今
年
は
辰
年
、
大
正
月
、
小
正
月
と

も
天
気
が
良
く
て
雪
も
少
な
く
、
二
年

続
き
の
大
雪
と
不
況
を
脱
出
し
て
、
竜

（
タ
ツ
）
が
天
に
昇
る
好
事
の
前
兆
か

と
思
っ
た
の
も
束
の
間
で
、
　
一
月
十
八

日
か
ら
一
週
問
に
及
ぶ
連
続
豪
雪
の
た

め
交
通
は
完
全
に
麻
卑
し
、
松
代
町
は

昔
な
が
ら
の
陸
の
孤
島
と
化
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
積
雪
量
も
、
一
月
二
十
日
現
在
で
平

年
を
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
上

廻
づ
て
ニ
メ
ー
ト
ル
近
く
に
達
し
、
そ

の
後
も
連
日
五
十
～
六
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
降
雪
が
続
き
ま
し
た
。

　
松
代
町
に
お
け
る
最
高
積
雪
日
は
、

過
去
二
十
五
年
の
平
均
で
は
、
二
月
二

十
二
日
前
後
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
ま
で
に
は
も
う
一
ケ
月
近
く
あ
る
か

ら
、
今
年
も
ど
う
や
ら
大
雪
の
年
と
な

り
そ
う
で
す
。

　
近
年
異
常
気
象
と
か
、
地
球
が
冷
え

月 死　亡 出　生

1 9件 13

2 8 6
3 9 12

4 5 4
5 8 10

6 8 10

7 7 11

8 8 4
9 5 7

10 11 8
11 4 3
12 2 6
言 84 94

　
　
　
　
Y
◇
人
Y
〈
Y
◇
人
Y
〈
X
Y
人
Y
◇
人
Y
翼

て
寒
冷
化
の
方
向
に
あ
る
な
ど
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
当
地
域
の
積
雪
量
も

四
十
一
年
以
降
二
、
三
の
例
外
は
別
と

し
て
、
め
っ
き
り
多
く
な
り
、
雪
国
と

し
て
の
貫
録
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い

ま
す
。

　
昔
か
ら
「
大
雪
の
年
は
豊
作
」
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
果
し
て
そ
う
だ
ろ

・
う
か
と
、
昭
和
二
十
四
年
以
降
五
十
年

ま
で
の
多
雪
年
（
最
高
積
雪
量
三
メ
ー

ト
ル
以
上
）
と
少
雪
年
（
同
ニ
メ
ー
ト

ル
以
下
）
の
作
柄
を
調
査
し
て
み
ま
す

雪
と

作
柄

農
業
改
良
普
及
所
　
若
月
佐

と
、
多
雪
年
は
こ
の
間
に
十
力
年
、
少

雪
年
が
六
力
年
、
中
間
年
（
ほ
ぼ
平
均

積
雪
量
の
年
）
が
十
一
力
年
あ
り
、
多

雪
年
の
平
均
収
量
が
十
ア
ー
ル
当
り
三

百
七
十
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
少
雪
年
が
三

百
六
十
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
中
間
年
が
三

百
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
数
字
か
ら
見
る
限
り
、
た
し
か

に
大
雪
の
年
が
豊
作
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
が
、
内
容
を
検
討
し
て
み
ま
す

と
、
多
雪
年
は
十
力
年
の
う
ち
七
年
ま

で
が
昭
和
四
十
一
年
以
降
で
あ
り
、
こ

の
頃
は
農
業
技
術
、
と
り
わ
け
育
苗
技

術
が
進
み
、
ま
た
田
打
ち
、
代
掻
き
作

業
も
耕
絃
機
で
短
時
間
に
済
む
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
っ
た
た
め
、
多
雪
年
で
も
比
較
的
早

　

植
え
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
大
雪
の

影
響
を
そ
れ
程
受
け
な
く
な
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
多
雪
年
は
概
し
て
夏
の
天
候
が

良
い
た
め
か
病
害
虫
の
被
害
も
少
な
く

潅
概
水
に
も
心
配
が
な
い
た
め
、
稲
の

生
育
が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
こ
二
年
間
県
下
（
全
国

的
に
も
）
各
地
で
豊
作
が
伝
え
ら
れ
る

中
で
、
当
地
域
だ
け
が
あ
ま
り
振
わ
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ろ
い
ろ
の
要
因
は
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
　
一
番
大
き
な
原
因
は
や
は
り
四
十

八
年
の
大
旱
ば
つ
の
後
遺
症
が
残
り
、

水
だ
け
が
心
配
で
十
分
な
管
理
が
出
来

ず
、
水
の
あ
る
と
こ
ろ
も
深
水
管
理
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
穂
数
（
分
け
つ
）
不
足
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
地
方
の
故
人
は

　
　
　
　
　
　
　
『
米
を
作
る
よ
り
水
を

　
　
　
　
　
　
作
れ
」
と
言
わ
れ
た
が
、

治
郎
　
　
所
詮
稲
は
水
稲
と
言
わ

　
　
　
　
　
　
れ
る
だ
け
に
、
水
の
問

題
が
大
き
く
作
用
す
る
の
で
、
　
今
後

こ
の
地
域
の
増
収
を
図
る
た
め
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　

基
盤
整
備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
潅
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
施
設
の
整
備
が
先
決
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
辰
年
は
過
去
の
例
か
ら
は
大
体
豊
作

で
已
年
が
殆
ん
ど
凶
作
の
よ
う
で
す
が

今
年
も
作
柄
が
悪
い
と
な
る
と
『
う
・

た
つ
・
が
上
ら
ず
・
み
（
身
）
が
持
た

な
い
」
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
年
こ
そ

大
豊
作
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
お
互
い
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

（3）



　　　　　松代町横綱をたずねて一

長寿者家庭訪問記
　
　
広
報
松
代
の
特
集
号

　
と
し
て
昭
和
三
十
二
年

　
頃
か
ら
毎
年
一
回
長
寿

　
者
番
付
け
を
発
行
し
て

　
来
ま
し
た
が
、
今
回
は

　
先
日
発
行
し
た
番
付
け

　
の
東
西
横
綱
を
戸
籍
係

？
．
長
が
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

まー
1
を
た
づ
さ
え
て
訪
問

訣
し
・
生
活
全
般
に
つ
い

秘の
て
広
く
聴
い
て
ま
い
り

き
ま
し
た
。
テ
ー
プ
に
は

生
た
っ
ぷ
り
一
時
間
収
録

長
し
て
あ
り
ま
す
が
、
残

が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

ス
だ
け
記
述
し
ま
し
た
。

康
保
持
増
進
の
参
考
と
し
て
役
立
つ
こ

と
が
出
来
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま

す
。

念
な
が
ら
紙
面
の
都
合

で
全
部
掲
載
す
る
こ
と

　
　
　
要
約
し
て
エ
キ

　
　
　
　
皆
様
方
の
健

東
横
綱
　
高
橋
仲
蔵

　
　
　
　
明
治
拾
参
年
弐
月
参
日
生

　
高
橋
仲
蔵
さ
ん
は
、
二
月
三
日
に
誕

生
日
を
迎
え
満
九
十
六
才
、
大
字
小
池

（
寺
田
）
二
、
二
五
番
地
第
二
で
父

善
三
治
、
母
ハ
ツ
の
長
男
と
し
て
出
生

五
人
兄
姉
で
と
り
わ
け
長
寿
者
は
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
　
（
五
十
才
前
後
で
死

亡
）
し
か
し
母
は
長
寿
で
、
九
十
三
才

の
生
涯
を
全
う
し
ま
し
た
。

　
横
綱
は
十
五
才
で
寺
田
の
家
号
本
家

に
作
男
と
し
て
十
年
問
つ
と
め
ら
れ
、

そ
の
後
造
り
酒
屋
に
出
稼
を
は
じ
め
ら

れ
ま
し
た
。
当
時
身
長
は
五
尺
、
体
重

十
五
貫
七
百
の
比
較
的
小
柄
な
体
格
で

し
た
が
、
怪
力
の
持
ち
主
で
前
歯
で
米

一
俵
を
つ
り
上
げ
、
背
中
に
二
俵
背
負

っ
て
歩
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
頃
は
、
　
一
升
餅
を
平
ら
げ
、
　
一

升
酒
も
飲
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で

す
が
、
平
常
は
偏
食
せ
ず
、
腹
も
身
の

内
と
考
え
、
暴
飲
暴
食
を
さ
け
て
い
ま

し
た
。

　
餅
は
、
好
物
で
朝
少
し
多
め
に
食
べ

て
、
昼
食
を
ぬ
く
と
い
う
生
活
も
続
け

た
よ
う
で
す
。

　
と
に
か
く
、
働
き
者
で
今
で
も
じ
っ

と
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
夏
場
は

家
の
ま
わ
り
の
草
と
り
、
冬
場
は
　
わ

ら
細
工
を
き
れ
い
に
仕
上
げ
て
お
り
ま

す
。　

横
綱
の
性
格
は
、
温
順
で
さ
っ
ぱ
り

し
て
お
り
、
く
よ
く
よ
し
な
い
朗
ら
か

な
笑
い
声
に
つ
や
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
も
家
の
お
っ
か
さ
の
明
か
る
く
よ
く

気
の
つ
く
、
や
さ
し
い
性
格
が
横
綱
の

心
の
支
え
と
し
て
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を

し
め
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。

　
医
師
も
驚
く
ほ
ど
の
若
々
し
い
体
と

特
に
心
臓
の
丈
夫
な
こ
と
は
、
折
り
紙

つ
き
と
い
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
今
後
と
も
体
に
充
分
留
意
さ
れ
百
歳

め
ざ
し
て
長
生
き
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
し
て
訪
問
記
と
い
た
し
ま
す
。

西
横
綱
　
相
沢
ミ
ナ

　
　
明
治
拾
五
年
壱
月
参
拾
日
生

　
相
沢
ミ
ナ
さ
ん
は
一
月
三
十
日
に
誕

生
日
を
迎
え
満
九
十
四
才
、
大
字
松
代

三
、
五
一
五
番
地
乙
（
家
号
和
平
次
）

父
樋
口
惣
太
郎
、
母
キ
タ
の
四
女
と
し

て
出
生
、
兄
妹
は
五
人
で
、
兄
国
松
さ

ん
は
九
十
三
才
の
長
寿
を
全
う
し
ま
し

た
が
三
人
の
姉
は
、
い
ず
れ
も
二
十
才

前
に
死
亡
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
横
綱
は
、
二
十
二
才
で
大
字
太
平
（

家
号
は
じ
）
に
嫁
が
れ
、
戦
時
中
は
、

三
人
の
息
子
が
次
々
と
出
征
し
、
並
々

な
ら
ぬ
苦
労
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い

三
人
が
無
事
に
復
員
さ
れ
て
か
ら
は
、

孫
の
子
守
り
の
か
た
わ
ら
、
夏
は
、
家

の
ま
わ
り
か
ら
畑
に
か
け
て
の
草
と
り

掃
除
を
一
手
に
引
き
受
け
、
秋
の
取
り

入
れ
期
に
な
り
ま
す
と
、
一
俵
あ
ま
り

の
大
豆
、
小
豆
を
は
さ
場
か
ら
お
ろ
し

豆
ぶ
ち
か
ら
、
と
う
み
か
け
、
豆
の
く

ず
拾
い
ま
で
家
の
為
に
働
き
ま
し
た
。

　
聴
力
は
や
＼
劣
っ
て
き
ま
し
た
が
、

視
力
は
劣
え
ず
、
今
で
も
眼
鏡
な
し
で

針
に
糸
を
通
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ

れ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　
孫
も
す
っ
か
り
成
長
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
現
在
は
　
お
う
み
に
専
念
し
、
半

年
問
に
、
か
な
を
六
本
も
仕
上
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
好
物
は
、
め
ん
類
で
す
が
、
量
を
き

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
食
べ
過
ぎ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
偏
食
は
な
く
、
常

に
腹
八
分
目
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
暴
飲

暴
食
な
ど
は
し
ま
せ
ん
。

　
七
十
才
ま
で
は
、
た
び
た
び
胃
痛
に

悩
ま
さ
れ
、
二
十
日
か
ら
四
十
日
問
ぐ

ら
い
胃
痛
を
恐
れ
て
　
な
に
も
食
べ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
一
向
に
体
の
劣
え
が

見
ら
れ
ず
、
顔
の
血
色
、
つ
や
に
も
変

り
な
く
、
さ
す
が
に
横
綱
に
な
る
だ
け

の
体
力
を
有
し
て
お
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。　

骨
格
は
た
く
ま
し
く
、
腰
も
ほ
と
ん

ど
曲
げ
ず
に
、
さ
っ
そ
う
と
歩
く
姿
は
正

に
横
綱
の
貫
録
充
分
と
い
え
ま
し
よ
う
。

　
常
に
笑
い
の
絶
え
な
い
明
か
る
い
温
い

家
庭
の
中
で
相
沢
ミ
ナ
さ
ん
は
、
今
日
も

お
う
み
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
雪
が
消
え
ま
す
と
草
と
り
の
仕
事
が
待

っ
て
い
ま
す
。
充
分
お
体
に
留
意
さ
れ
、

健
康
で
百
歳
を
め
ざ
し
て
生
き
抜
い
て
下

さ
い
。

　
横
綱
の
相
沢
ミ
ナ
さ
ん
の
御
多
幸
を

お
祈
り
し
ま
し
て
訪
問
記
と
し
ま
す
。

国
民
年
金
受
給
権
者

　
　
　
　
　
　
　
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ
一
月
中

旬
頃
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
と
い
う

ハ
ガ
キ
の
入
っ
た
封
筒
が
社
会
保
険
庁
か
ら
届

い
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
提
出
し
な
い
と

六
月
期
以
降
の
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
。

ま
だ
出
し
て
な
い
方
は
、
大
至
急
役
場
の
戸
籍

係
又
は
支
所
で
証
明
し
て
も
ら
っ
て
郵
便
局
へ

出
し
て
下
さ
い
。



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑦

　
　
　
脳
卒
中
・
心
臓
病
の
発
作
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
き
つ
か
け
を
作
ら
な
い
よ
う
に
ー

　
一
～
二
月
は
脳
卒
中
の
シ
！
ズ
ン
、

中
年
以
後
の
死
神
の
王
座
で
あ
る
、
脳

出
血
、
脳
硬
塞
、
そ
れ
に
心
臓
病
な
ど

急
に
増
加
し
ま
す
。

　
脳
卒
中
死
亡
が
結
核
を
抜
い
て
一
位

に
な
っ
た
の
が
昭
和
二
十
六
年
で
、
そ

れ
以
後
現
在
ま
で
そ
の
王
座
は
ゆ
る
が

ず
、
心
臓
病
死
亡
も
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
松
代
町
の
昭
和
五
十
年
の
死
亡
原
因

別
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭和50年死亡原因別数
数因死

23
20
13

H
4
4
4
5
8
4

中
病
ン
衰
殺
欝
他

　
　
　
　
　
自
．
事

卒
臓
　
曜
の
の
計

　
　
　
　
　
死
●
慮

脳
心
ガ
老
繕
冒
不
そ

　
　
　
　
　
　
感

　
脳
卒
中
や
心
臓
病
の
多
い
の
が
す
ぐ

目
に
つ
き
ま
す
。
五
十
才
代
ま
で
に
十

人
、
六
十
才
代
の
人
を
入
れ
る
と
十
九

人
も
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
働
き
盛
り
の
人
を
失
う

こ
と
は
家
庭
的
に
も
社
会
的
に
も
大
き

な
損
失
で
す
。

　
脳
卒
中
や
心
筋
硬
塞
な
ど
の
発
作
は

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
が
あ
っ
て
、
そ
れ

に
、
何
か
の
「
キ
ッ
カ
ケ
」
が
加
わ
っ

た
場
合
起
る
こ
と
は
、
前
に
も
書
き
ま

し
た
が
、
そ
の
「
キ
ッ
カ
ケ
」
に
つ
い

て
も
う
一
度
考
え
「
キ
ッ
カ
ケ
」
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
に
一
人
一
人
が
注
意
し

ま
し
よ
う
。
　
「
キ
ッ
カ
ケ
」
に
つ
い
て

少
し
く
わ
し
く
説
明
し
て
み
ま
す
。

］
、
心
配
や
興
奮
な
ど
精
神
的
緊
張

　
　
心
配
、
不
安
、
興
奮
、
イ
ラ
イ
ラ

　
な
ど
精
神
的
緊
張
は
血
圧
を
高
め
ま

　
す
。
怒
っ
て
カ
ッ
と
な
る
と
、
て
き

　
面
に
血
圧
は
上
り
ま
す
。

　
　
中
年
す
ぎ
る
と
、
と
か
く
自
分
の

　
気
持
に
そ
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
イ

　
ラ
イ
ラ
し
が
ち
で
す
が
、
何
事
も
く

　
よ
く
よ
せ
ず
達
観
し
て
、
マ
イ
ペ
ー

　
ス
で
人
生
を
送
る
よ
う
心
が
け
ま
し

　
よ
う
。

　
　
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
興
奮
し
、
脳

　
卒
中
や
心
臓
病
の
発
作
を
起
し
た
と

　
い
う
話
も
き
き
ま
す
。

　
　
イ
ラ
イ
ラ
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

　
っ
た
ら
数
を
数
え
る
と
か
、
深
呼
吸

　
を
す
る
と
か
で
気
分
を
転
換
さ
せ
気

　
持
を
落
ち
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

二
、
急
激
な
温
度
変
化
に

　
　
　
　
　
体
を
さ
ら
さ
な
い

　
　
寒
さ
に
合
う
と
血
圧
は
上
り
ま
す

　
こ
れ
は
、
体
の
熱
を
外
へ
に
が
さ
な

　
い
た
め
に
血
管
が
ち
ぢ
む
か
ら
で
す
。

　
　
片
手
を
冷
い
水
の
中
に
入
れ
て
も

　
う
片
方
の
手
で
血
圧
を
測
る
と
、
人

　
に
よ
っ
て
は
四
十
も
上
が
る
と
い
う

　
実
験
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

　
　
暖
い
所
か
ら
出
て
急
に
寒
さ
に
さ

　
ら
さ
れ
る
と
血
圧
は
ひ
ど
く
上
り
ま

　
す
。
戸
外
に
出
る
と
き
は
、
服
装
に

　
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
　
お
酒
を
の
ん
だ
時
な
ど
自
分
で
は

　
暖
く
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
気

　
を
付
け
て
下
さ
い
。

　
昭
和
五
十
一
年
度

　
　
　
　
保
育
園
児
募
集

　
　
　
二
月
十
六
日
ま
で
に
嘱
託
員
へ

　
松
代
町
立
保
育
園
の
昭
和
五
十
一
年

度
入
園
児
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

一
、
　
保
育
園
別
募
集
数

　
　
　
松
代
保
育
園
　
百
二
十
名

　
　
　
室
野
保
育
園
　
　
六
十
名

　
　
　
蒲
生
保
育
園
　
　
四
十
名

一
、
　
申
込
み
期
限

　
　
二
月
十
六
日
ま
で
に
各
部
落
の
嘱

一
、

託
員
（
区
長
）
へ
口
頭
で
結
構
で

す
か
ら
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
ま
れ
た
方
に
は
後
日
入
園
申

請
書
を
お
届
け
し
ま
す
か
ら
、
二

月
末
日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
園
決
定
通
知

申
込
児
童
が
各
保
育
園
毎
の
募
集

人
員
を
超
え
た
場
合
は
、
申
込
み

の
あ
っ
た
部
落
の
嘱
託
員
に
よ
る

選
考
会
を
開
い
て
入
園
児
を
決
定

し
ま
す
。
入
園
決
定
の
通
知
は
三

月
二
十
日
頃
ま
で
に
出
し
ま
す
。

　
　
冬
の
夜
中
の
便
所
は
最
も
危
険
で

　
す
。
高
血
圧
や
心
臓
病
の
人
は
冬
は

　
寝
室
に
シ
ビ
ン
を
用
意
す
れ
ば
理
想

　
的
で
す
。

三
、
入
浴
は
ぬ
る
目
に

　
　
ぬ
る
い
風
呂
は
血
圧
を
下
げ
ま
す
。

　
ぬ
る
い
風
呂
に
入
っ
て
血
圧
を
下
げ

　
そ
の
ま
ま
床
に
入
っ
て
眠
れ
ば
血
圧

　
は
さ
ら
に
下
り
ま
す
。
風
呂
の
温
度

　
は
冬
は
四
十
一
度
、
夏
は
三
十
九
度

　
が
適
当
で
す
。
ま
た
余
り
長
湯
も
い

　
け
ま
せ
ん
。
せ
い
ぜ
い
五
分
～
十
分

　
が
限
度
で
す
。

　
　
脱
衣
所
や
洗
い
場
が
寒
い
と
入
浴

　
前
後
に
血
圧
が
上
り
ま
す
。
脱
衣
所

　
を
暖
く
す
る
工
夫
を
し
、
洗
い
場
は

　
湯
気
を
こ
も
ら
せ
て
お
く
こ
と
も
大

　
切
で
す
。
　
（
以
下
次
号
に
続
く
）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

一
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

襲砦

　
　
　
j
父
新
一

山
岸
旬
母
待
子
長
男
蒲
生
源
助

　
　
　
、
父
英
章
　
　
　
　
松
代

小
林
信
恵
母
多
満
子
長
女
　
　
鉄
道
公
団

　
　
　
父
悟

山
岸
裕
子
　
　
　
長
女

　
　
　
母
幸
子

　
　
　
父
昭
平

鈴
木
香
織
母
和
子
長
女

斎
藤
晃
也
賂
煙
男

　
　
　
父
重
春

蒲
生
宮
の
下

松
代
た
た
み
や

太
平
斎
藤

一
。
同
橋
将
和
母
キ
ヨ
子
二
男
莇
平
ま
す
や

吉
村
博
轟
繍
勇
松
代
さ
と
み
や
方

樋
・
裕
巌
鶉
一
女
松
代
大
下
屋

中佐中秋市柳寺小
沢藤沢山川　崎山
清マミフ昌キ秀辰
司サヨミ司ミ五次
　　シ　　ノ郎郎

七
一
才
　
桐
山
嘉
右
工
門

七
〇
才
　
桐
山
平
蔵

六
四
才
苧
島
元
衛
門

七
九
才
　
田
沢
早
稲
田

六
三
才
　
清
水
　
新
宅

六
五
才
　
木
和
田
原
せ
い
じ
ん

八
八
才
　
室
野
　
切
通

六
〇
才
　
木
和
田
原
久
七

14

22

亡
出
計

死
転
減

生
入
計

出
転
増

（5）



儀
明
老
友
会

　
　
　
　
老
人
ク
ラ
プ
の
俳
句
会

　
儀
明
老
友
会
（
小
堺
元
之
真
会
長
）

で
は
、
話
し
合
い
、
楽
し
み
の
場
と
し

て
孤
独
の
解
消
を
は
か
り
、
加
え
て
新

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
学
習
や
俳
旬

つ
く
り
で
、
頭
の
老
化
を
防
ご
う
と
い

う
こ
と
で
、
毎
月
一
回
定
例
句
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

　
既
に
八
集
の
旬
集
を
発
行
し
て
お
り

、
作
句
の
進
歩
も
す
ば
ら
し
く
、
そ
の

一
部
分
を
ご
被
露
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
会
の
ご
指
導
は
儀
明
分

校
の
上
野
先
生
、
句
集
の
発
行
は
会
長

が
筆
耕
し
て
印
刷
す
る
等
、
会
員
み
ん

な
が
張
り
切
っ
て
い
ま
す
の
で
今
後
の

発
展
が
楽
し
み
で
す
。

帰
省
バ
ス

顔窓
の
外

りお
正
月

る限
り
な
き

い
り

正
月
や

る初
場
所
の

星初
夢
や

つま
ご
娘

は
く
息
も

模
様

寒
つ
ば
き

上七
草
の

　
　
　
　
　
　
　
丸
丹
坊

　
窓
か
ら
さ
が
す
　
父
の

　
　
　
　
　
　
　
中
　
西

雨
と
雪
と
の
　
入
り
ま
じ

　
　
　
　
　
　
　
真

交
わ
す
笑
顔
が
　
福
と
な

　
　
　
　
　
　
　
小
　
久

　
願
い
ひ
と
と
き
　
初
ま

　
　
　
　
　
　
　
夏
　
風

友
を
た
ず
ね
て
　
梅
を
見

　
　
　
　
　
　
　
岩
　
風

　
並
べ
て
み
た
い
　
白
い

　
　
　
　
　
　
　
源
氏
山

遠
き
わ
が
子
に
　
夢
う
つ

　
　
　
　
　
　
　
下

成
人
式
の
　
晴
れ
姿

　
　
　
　
　
　
　
芳

　
ガ
ラ
ス
に
こ
お
る

ポ
ト
リ
と
一

な
ず
な
切
る
音

の
き
下
に
　
つ
る
す
干
柿

るし
も
が
れ
に

を
刈
る

霜
の
朝
　
氷
を
わ
っ
て

大
根
の

し
た

初
雪
に

原

　　　つ　 お

前勝ミ　　る芳
田手　雪〃
山元力の　花野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

な
さ
ね
ば
と
　
開
く
白
紙
の
初
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
桜

正
月
は
　
帰
ら
ぬ
子
に
は
　
か
げ
の

膳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
　
陽

出
稼
ぎ
の
　
福
の
神
様
　
里
が
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
原

し
ぶ
み
句
会
他
石
先
生
選

　
　
｝
月
八
日

松
の
内
　
過
ぎ
て
漸
く
　
初
旬
会

三
ケ
日
　
快
晴
は
越
に
　
め
ず
ら
し
き

三
日
は
や
す
ぎ
て
　
帰
京
の
つ
ず
く
村

鉛
筆
を
　
削
る
音
し
て
　
事
務
始

初
旅
に
　
日
本
海
を
　
北
上
す

凧
の
空
　
日
本
海
に
　
広
が
り
ぬ

初
セ
リ
を
　
待
つ
魚
市
場
大
焚
火

気
を
し
め
て
　
立
ち
し
調
理
場

於
・
ヤ
マ
ヘ
イ
旅
館

初
日
さ
す

今
朝
の
雪
　
南
天
の
実
の
紅
　
ゆ
た
か

積
る
ら
し
　
粉
雪
カ
サ
に
　
定
ま
ら
ず

肩
く
み
て
　
沓
は
く
出
初
　
く
ず
れ
か
な

年
賀
し
て
　
す
ぐ
商
談
に
　
か
か
り
た
る

伝
統
を
　
ま
も
り
せ
わ
し
き
　
寺
年
始

淡
　
水

静
　
風

六
　
花

瀞枯悠公昌

舟水歩明弘

八
千
代

　
　
　
　
　
冬
つ
げ

　
　
　
　
　
植
木
屋

姉
さ
一
人
で
　
か
や

　
　
　
　
　
正
　
雄

白
さ
が
目
だ
つ

柿
の
実
一
つ

年
の
く
れ
　
新
巻
く
ば
る

鎌
を
と
ぐ

　
雪
　
男

　
こ
つ
ら

野
う
さ
ぎ

葉
三
つ

　
〃

　
郵
便
屋

地
域
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
貢
献
葛
簡
保
積
立
金
当
町
の
融
資
現
在
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
億
ニ
ニ
一
〇
万
円

　
簡
易
保
険
の
お
客
様
か
ら
毎
月
払
い

込
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
料
は
積

み
立
て
ら
れ
、
保
険
金
や
配
当
金
と
し

て
お
支
払
い
す
る
ま
で
の
間
「
確
実
・

有
利
・
公
共
の
利
益
」
に
な
る
よ
う
運

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
資
金
は
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
生
活
に

結
び
つ
い
た
、
住
宅
・
学
校
・
道
路
な

ど
公
共
施
設
の
整
備
拡
充
に
、
地
方
公

共
団
体
を
通
じ
て
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

“
万
羽
琢
也
君
”

　
　
　
　
　
　
　
全
国
大
会
出
場
へ

　
　
　
松
代
中
学
校
ス
キ
ー
部
県
大
会
で
好
成
績

　
松
代
中
学
校
ス
キ
ー
部
は
、
一
月
二

十
二
日
～
二
十
三
日
の
二
日
問
に
わ
た

り
、
小
出
町
須
原
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
た
第
1
9
回
新
潟
県
中
学
校
ス
キ
i
大

会
に
出
場
し
、
地
元
強
豪
を
降
し
て
継

走
五
位
に
入
賞
。
個
人
で
は
万
羽
琢
也

君
が
距
離
三
位
に
入
賞
す
る
な
ど
好
成

績
を
挙
げ
ま
し
た
。
そ
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
、

五
十
嵐
保
君
・
関
谷
武
久
君
・
市
川
司

君
．
柳
時
夫
君
・
若
月
等
君
・
関
谷
稔

幸
君
た
ち
の
奮
斗
に
よ
っ
て
、
県
下
に

松
代
中
学
校
の
風
声
を
呼
び
、
意
義
あ

る
大
会
出
場
で
し
た
。
こ
の
結
果
、
万

羽
琢
也
君
（
写
真
）
は
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
に
出
場
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
万
羽
琢
也
君
（
プ
年
）
距
離
三
位

　
関
谷
浩
好
君
（
三
年
）
〃
　
十
八
位

　
関
谷
　
毅
君
（
二
年
）
回
転
十
九
位

　
団
体
月
距
離
継
走
　
五
位

　
当
町
で
も

　
　
松
代
小
学
校
を
始
め
、
町
内
小
中

　
　
学
校
お
よ
び
教
員
宿
舎
、
松
代
町

　
　
役
場
庁
舎
、
簡
易
水
道
、
林
道
（

　
　
下
山
～
海
老
線
）
農
道
（
萱
場
線
）

　
　
消
防
庁
舎
等

に
融
資
さ
れ
、
総
額
一
億
二
二
一
〇
万

円
に
達
し
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
大
き

な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

昭和51年　年賀はがきお年玉当せん番号

　　引き換期間　1月20日～7月19日

1　等
折たたみ式

自　転車
各組共通 317610

088177
A　　組 245911

2　等 腕　時　計
各組共通 下5けた25807
A　　組 下5けた59570

3　等
封筒とグリーテイン

グカードのセツト
各組共通

下3けた 3けた
712 442

4　等 お年玉切手シート 各組共通
下2

た84
2
こ77

2
た
4
0

’，　■　目　“　　F　一』。　rD＝二r7’　　1層A愚　　　　一r便料金が改定されました！！

金はお間違いのないように。
郵
料

らか日52月1〃


